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0. はじめに 
 スウェーデン語1の助動詞 vilja は、英語の will に歴史的に対応する。助動詞 vilja の活用
は、現在 vill、過去 ville、過去分詞 velat となる。 
 vilja はスウェーデン語では法助動詞としてのみ用いられ、英語の will のように未来を表
す時制の助動詞としては用いられないとされている(1.1 で詳述)。 
なお本稿ではスウェーデン語の助動詞 vilja と未来時制についての山下(1990)による記述
を見た後、北ゲルマン語の助動詞に関する先行研究をまとめ、vilja に未来の意味が含まれる
ことはないのかどうか調査し、明らかにする。 
調査にはインターネット辞書を用い、スウェーデン語の vilja が出現する例文において英
訳がどうなされているかを基に用法を分類する。 
グロスは筆者によるものである。特別に記さない限り、和訳は先行研究のものを用いる。 
 
1. 先行研究 
 スウェーデン語の vilja と未来時制に関する山下(1990)、北欧語の法詞に関する木下(1993)
の先行研究をまとめる。法詞とは木下が用いている用語である。詳しくは 1.2 で解説する。 
 
1.1 山下(1990) 
 以下では山下(1990)による vilja に関する記述の部分と、未来時制に関する記述の部分を
それぞれ要約する。 
 
 vilja は、主語の意志・願望(～したい)を表す。vilja は本来生き物について用いられるが、
ときには物についても比喩的に、特に否定構文で用いられることがある。 
 
 
                                                   
1 インド・ヨーロッパ語族のゲルマン語派に属する言語で、フィンランド語、ラップ語を除く他の北欧の
諸言語とともに、一般に北欧語、あるいはノルド語とよばれる北ゲルマン語を形成する。デンマーク語と
ともに、ノルド語東部方言に分類される。文字は、ラテン文字で、英語などの A から Z までの 26 文字の
ほか、Å、Ä、Ö の 3 文字を加えたものである。名詞には性、数、格の区別があるが、かつて存在した主
格、属格、与格、対格の諸格は、属格を残して、おおかた消失した。印欧祖語以来の 3 性は、古ノルド語
には十分に保存されていたが、スウェーデン語では中性名詞のみが残り、男性名詞と女性名詞との区別が
なくなり、共性として、中性と対立している。定冠詞が接辞の形で後置されることがノルド語全般の特徴
である。以上は山本(1989)のスウェーデン語に関する記述の要約である。 
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(1)    Jag    vill    träffa   dig    så  snart som  möjligt. 
1SG.NOM want.PRS meet.INF  2SG.DAT so  soon  as   possible 
(私はあなたにできるだけ早く会いたい) 
 
(2)   Han     har    alltid  velat    resa   till Sverige. 
3SG.M.NOM have.PRS always  want.PTCP  go.INF  to  Sweden 
(彼はいつもスウェーデンに行きたがっていた) 
 
(3)   Min    bil ville    inte  starta   i  morse. 
1SG.GEN car want.PST not  start.INF  in  morning 
(私の車は今朝なかなかエンジンがかからなかった(かかろうとしなかった)) 
 
 vilja は直接、名詞・代名詞あるいは副詞(特に変移表現で)と結合して本動詞的に用いられ
ることがある。 
 
(4)   Vad  vill    du? 
    what want.PRS 2PL.NOM 
(何が欲しいのですか、何でしょうか？) 
 
(5)   Jag    vill    hem. 
    1SG.NOM want.PRS home 
(家に帰りたい) 
 
(6)   Jag    vill    ut  härifrån. 
    1SG.NOM want.PRS out from here 
(ここから出てゆきたい) 
 
 これに対し未来時制には次のものがある。 
  
 ・kommer+att 不定詞 
  主語または話者の意図・意志、約束などを含まない単純未来を表す。 
 
(7)   Det  kommer  att  regna  i  morgon. 
    it   come.PRS that  rain.INF in  morning 
(明日は雨になるでしょう) 
 
(8)   Jag    kommer  att sakna   dig. 
    1SG.NOM come.PRS that miss.INF  2SG.DAT 
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(あなたがいなくなれば私は寂しくなるでしょう) 
 
 ・tanker/ämnar+原形不定詞 
  主語の意志・意図が強調される。なお、tanker は「思う」、ämnar は「目的とする」とい
う動詞である。 
 
(9)   Vart  tänker   du    resa    på semester-n? 
    where think.PRS 2SG.NOM travel.INF for vacation.SG-DEF 
      (休暇にはどこへ旅行に行くつもりですか？) 
 
(10)   Jag    ämnar   fara   till Paris i  påsk. 
    1SG.NOM aim.PRS  go.INF  to  Paris in  Easter 
      (このイースターにパリに行くつもりです) 
  
 ・ska(ll)+原形不定詞 
 単純未来 
(11)   Vi    ska    träffa   dem    i  morgon. 
    1PL.NOM shall.PRS meet.INF  3PL.ACC in  morning 
      (私たちは明日彼らに会うでしょう) 
 
 意志未来 
(12)   Vad  ska    du    göra   i  morgon? 
    what shall.PRS 2SG.NOM do.INF  in  morning 
      (明日君は何をするつもりですか？) 
 
・現在形 
(13)   Jag     reser   bort    i  morgon. 
    1SG.NOM  travel.PRS from here in  morning 
(明日私は旅立つでしょう) 
 
1.2. 木下(1993) 
 木下(1993)は北欧語の法詞についての研究である。その中の vilja に関する記述を以下に
要約した。例文の日本語訳は筆者による。 
 
 北欧語における英語 will の相当語は、実行的意味としては主語の意志をもつ。主語の意
志を表すという点では英語の will よりも明確である。 
 スウェーデン語 vilja は常に主語の意志を表すと言うことができよう。 
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(14)   Vill    ni      ha    lite  mera? 
    want.PRS 2SG.NOM  have.INF  little  more 
    (もう少しいかがですか) 
 
(15)   Jag     vill    inte  resa    än. 
    1SG.NOM  want.PRS not  start.INF  yet 
    (私はまだ始めたくない) 
 
(16)   Gör,   som  du     vill. 
    do.IMP as   2SG.NOM  want.PRS 
    (好きなようにしてください) 
 
英語と同様に、無生物に対して意志を表す法詞を用いることがある。いずれの場合も、無
生物に意志があるかのように捉える心理に基づくものである。 
 
なお、この点については 1.1 の例文(3)で見たものと同様である(筆者注)。 
 
1.3. 先行研究のまとめと問題点 
 スウェーデン語の vilja が、時制の助動詞として用いられないことは先行研究から明らか
であるが、vilja は話者の心的態度を示す法助動詞であるため、話者が vilja を用いる際に、
「未来」をどの程度意識しているかは文脈によって異なる。本稿ではスウェーデン語の vilja
を用いた文が英語や日本語にどう訳されるのか、また vilja がどのような語彙とともに用い
られているのか用例を集め、調査した。 
 
2. ネット辞書による調査 
2.1. 研究方法 
 Schroeter、Uecker による言語プロジェクト、bab.la がインターネット上で公開している英
語＝スウェーデン語辞書に掲載されている助動詞 vilja の用法について、助動詞 vilja が出現
する例文の英訳をもとに筆者が分類を行った。vilja は現在形 vill、過去形 ville、過去分詞形
velat と活用するので、それぞれの形で検索して例文を抜き出した。 
 
2.2. 考察 
 辞書で助動詞 vilja の 4 つの形を検索し、それぞれにおいて最初に現れた 300 の例文を抜
き出し、英訳において”want to”や”like to”が用いられているものを欲求・意志を表して
いるものとして分類した。なお、原形 vilja で検索すると名詞の vilja も現れるため、それは
除外した最初の 300 の例文を対象とした。 
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表 1: 原形 vilja の用法 
欲求・意志を表していると考えられるもの 253 
① 欲求・意志を表しているか未来を表しているか判断しかねる、もしくは両方表し
ていると考えられるもの 
30 
② 未来を表していると考えられるもの 3 
③ 自信のなさを表していると考えられるもの 1 
④ 可能を表していると考えられるもの 1 
⑤ 分類が難しいもの 12 
合計 300 
 
表 2: 現在形 vill の用法 
欲求・意志を表していると考えられるもの 262 
①欲求・意志を表しているか未来を表しているか判断しかねる、もしくは両方表
していると考えられるもの 
24 
②未来を表していると考えられるもの 7 
③自信のなさを表していると考えられるもの 1 
④分類が難しいもの 6 
合計 300 
 
表 3: 過去形 ville の用法 
欲求・意志を表していると考えられるもの 259 
①欲求・意志を表しているか未来を表しているか判断しかねる、もしくは両方表し
ていると考えられるもの 
33 
②未来を表していると考えられるもの 3 
③分類が難しいもの 4 
合計 300 
 
表 4: 過去分詞形 velat の用法 
欲求・意志を表していると考えられるもの 244 
①欲求・意志を表しているか未来を表しているか判断しかねる、もしくは両方表し
ていると考えられるもの 
50 
②可能を表していると考えられるもの 1 
③ 未来を表していると考えられるもの 1 
④分類が難しいもの 4 
合計 300 
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2.3. コンサルタント調査 
 2.2 において未来を表すと考えられた例文をスウェーデン語母語話者に、内省により未来
の意味を表すかどうか質問した。コンサルタントは 1982 年生まれ、スウェーデンのヴェス
トラ・イェータランド県 Bollebygd 出身の男性である。 
 未来を表していると考えられると分類した例文について、英訳を見せずに和訳を聞くと、
すべて意志・欲求の訳であった。 
 
 結果としては、vilja が未来の意味を持つということについては否定された。英訳が will に
なっているものも、コンサルタントの内省によると未来の意味ではなく欲求・意志の意味を
表すことがわかった。ただし、英語の going to にも訳すことが可能であり、文脈によっては、
明確に未来の意味を表すことはなくとも、未来のニュアンスが含まれることもありうるこ
とが判明した。その例文は、欲求・意志を表すと分類した以下のものである。 
 
(17)   Jag     skulle    vilja    betona   två  sak-er: 
    1SG.NOM  would.PRES want.INF  stress.INF two  thing-PL 
  
 この例文の英訳は I should like to stress two things:となっていたが、コンサルタントによる
と should like to の部分を am going to にして訳すこともでき、going to を使った訳は skulle 
vilja の形のときのみである、とのことであった。 
 
3. 結論 
助動詞 vilja に関する先行研究で言及されているように、vilja の用法の大部分は欲求・意
志であることが辞書を用いた調査でわかったが、「すべての用法が欲求・意志であり、未来
の意味を全く含まない」とは言えないのではないかということも判明した。 
筆者の推測のみでは細かなニュアンスまで十分に把握することは不可能なため、スウェ
ーデン語母語話者にコンサルタント調査を行ったところ、助動詞 vilja は基本的に日本語の
「～したい」にあたる欲求・意志を表し、それ単体で未来を表すことはないということが明
確になったが、ニュアンスや英訳・和訳の方法を聞いているうち、skulle vilja の形で現れた
場合英訳が“going to”を用いたものにもなりうることが判明した。英語の“going to”は基
本的に欲求・意志ではなく未来を表すものであり、そのことから考えると skulle vilja の形で
助動詞 vilja が用いられた場合は未来の意味を含むこともあると結論付けられる。 
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略号一覧 
ACC 対格／DAT 与格／DEF定形／GEN 属格／IMP命令形／INF不定詞／M男性／NOM主
格／PL 複数／PRS 現在形／PST 過去形／PTCP 分詞／SG 単数／1 一人称／2 二人称／3 三
人称 
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